
10

20

JP 7190487 B2 2022.12.15

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7190487号

(P7190487)
(24)登録日　令和4年12月7日(2022.12.7)(45)発行日　令和4年12月15日(2022.12.15)

(54)【発明の名称】　車両の周辺を描写する方法

(51)国際特許分類
　   Ｈ０４Ｎ 7/18 (2006.01)
　   Ｂ６０Ｒ 1/20 (2022.01)
　   Ｂ６０Ｒ 1/27 (2022.01)
　   Ｂ６０Ｒ 99/00 (2009.01)

ＦＩ
　Ｈ０４Ｎ 7/18 　　　Ｊ 　　　
　Ｂ６０Ｒ 1/20 １００ 　　　
　Ｂ６０Ｒ 1/27 　　　　 　　　
　Ｂ６０Ｒ 99/00 ３２２ 　　　
　Ｂ６０Ｒ 99/00 ３５１ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-520299(P2020-520299)
(86)(22)出願日　 平成30年9月3日(2018.9.3)
(65)公表番号　 特表2020-537427(P2020-537427 

A)
(43)公表日　 令和2年12月17日(2020.12.17)
(86)国際出願番号　 PCT/EP2018/073611
(87)国際公開番号　 WO2019/072455
(87)国際公開日　 平成31年4月18日(2019.4.18)

審査請求日　 令和2年6月3日(2020.6.3)
(31)優先権主張番号　102017218074.9      
(32)優先日　 平成29年10月11日(2017.10.11)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

ドイツ(DE)
前置審査

(73)特許権者　 591245473
ロベルト・ボッシュ・ゲゼルシャフト・ 
ミト・ベシュレンクテル・ハフツング
ＲＯＢＥＲＴ  ＢＯＳＣＨ  ＧＭＢＨ
ドイツ連邦共和国  ７０４４２  シュトゥ 
ットガルト  ポストファッハ  ３０  ０２  
２０

(74)代理人　 100118902
弁理士　山本  修

(74)代理人　 100196508
弁理士　松尾  淳一

(74)代理人　 100161908
弁理士　藤木  依子

(72)発明者　 パンキー，カイン
ドイツ国  ７４３６３  ギュクリンゲン， 

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 （ １ ） の 周 辺 を 描 写 す る 方 法 で あ っ て 、
　 車 両 （ １ ） の 周 辺 を 検 出 し （ １ ０ ０ ） 、 前 記 車 両 （ １ ） の 周 辺 セ ン サ （ ８ 、 ９ ） に よ っ  
て 前 記 周 辺 の 障 害 物 （ ２ 、 ３ 、 ４ ） を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 障 害 物 （ ２ 、 ３ 、 ４ ） を 有 す る 前 記 周 辺 の 表 現 お よ び 前 記 車 両 （ １ ） の 表 現 を 含 む  
第 １ の 描 写 （ ５ ） を 表 示 装 置 （ １ ０ ） に 表 示 す る ス テ ッ プ （ ２ ０ ０ ） と 、
　 前 記 障 害 物 （ ２ 、 ３ 、 ４ ） ま で の 所 定 の 間 隔 よ り も 間 隔 が 小 さ く な る こ と に よ っ て 、 決  
定 さ れ た 前 記 障 害 物 （ ２ 、 ３ 、 ４ ） に 前 記 車 両 （ １ ） が 接 近 し て い る こ と を 判 定 す る ス テ  
ッ プ （ ３ ０ ０ ） と 、
　 前 記 第 １ の 描 写 （ ５ ） と 比 較 し て 、 前 記 障 害 物 （ ２ 、 ３ 、 ４ ） を 有 す る 前 記 周 辺 の 表 現  
を 拡 大 し た 部 分 を 有 す る 第 ２ の 描 写 （ ７ ） を 表 示 す る ス テ ッ プ （ ４ ０ ０ ） で あ っ て 、 前 記  
部 分 が 、 前 記 障 害 物 （ ２ 、 ３ 、 ４ ） へ の 前 記 車 両 （ １ ） の 接 近 が 判 定 さ れ た 前 記 車 両 （ １  
） の 周 辺 範 囲 で あ る ス テ ッ プ （ ４ ０ ０ ） と 、 を 含 み 、
　 第 ３ の 描 写 （ ６ ） は 、 前 記 車 両 （ １ ） の 周 辺 の 前 記 障 害 物 （ ２ 、 ３ 、 ４ ） の エ ッ ジ で あ  
っ て 、 前 記 車 両 （ １ ） に 接 近 し て い る エ ッ ジ が 、 線 の み で 、 前 記 第 １ の 描 写 （ ５ ） お よ び  
前 記 第 ２ の 描 写 （ ７ ） と と も に 描 写 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 描 写 （ ５ ） お よ び 前 記 第 ２ の 描 写 （ ７ ） が 、 前 記 周 辺 の ３ 次 元 モ デ ル を 異 な  
る 仮 想 視 点 か ら み た 画 像 を 示 し 、 検 出 さ れ た 前 記 周 辺 お よ び 決 定 さ れ た 前 記 障 害 物 （ ２ 、  
３ 、 ４ ） に 基 づ い て 前 記 ３ 次 元 モ デ ル を 生 成 し 、

請求項の数　4　（全10頁）



10

20

30

40

50

JP 7190487 B2 2022.12.15(2)

　 前 記 仮 想 視 点 を 変 更 す る こ と 、 お よ び ／ ま た は 前 記 第 １ の 描 写 （ ５ ） か ら ズ ー ム を 変 更  
す る こ と に よ っ て 前 記 第 ２ の 描 写 （ ７ ） を 生 成 し 、
　 前 記 第 １ の 描 写 （ ５ ） と 前 記 第 ２ の 描 写 （ ７ ） と が 別 個 の 描 写 で あ る
　 前 記 第 ２ の 描 写 （ ７ ） は 、 前 記 車 両 （ １ ） と 前 記 障 害 物 （ ２ 、 ３ 、 ４ ） の 一 部 の み を 表  
示 す る 鳥 瞰 図 で あ り 、
　 前 記 第 １ の 描 写 （ ５ ） 、 前 記 第 ２ の 描 写 （ ７ ） 、 お よ び 前 記 第 ３ の 描 写 （ ６ ） は 、 並 べ  
て 表 示 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 車 両 （ １ ） が 接 近 し て い る 前 記 障 害 物 （ ２ 、 ３ 、 ４ ） の 表 現 を 前 記 第 １ の 描 写 （ ５  
） お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ の 描 写 （ ７ ） に お い て 強 調 表 示 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 該 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム が 評 価 ユ ニ ッ ト で 実 行 さ れ た 場 合 に 、 評 価 ユ ニ ッ ト に 請 求 項  
１ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 の ス テ ッ プ を 実 行 さ せ る 命 令 を 含 む コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 車 両 （ １ ） の た め の 制 御 器 （ １ １ ） に お い て 、
　 該 制 御 器 が 、 環 境 セ ン サ （ ８ 、 ９ ） と 表 示 装 置 （ １ ０ ） と を 接 続 す る た め の 少 な く と も  
１ つ の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 含 み 、
　 制 御 器 （ １ １ ） が 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー  
タ プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 制 御 器 （ １ １ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 の 周 辺 を 描 写 す る 方 法 に 関 し 、 特 に 車 両 の 周 辺 の 障 害 物 を 表 示 す る 方 法  
に 関 す る 。 さ ら に 本 発 明 は こ の よ う な 方 法 を 実 施 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品  
に 関 す る 。 最 後 に 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な 方 法 を 実 施 す る よ う に 、 特 に 、 コ ン ピ ュ ー タ プ  
ロ グ ラ ム 製 品 を 実 行 す る よ う に 構 成 さ れ た 車 両 の た め の 制 御 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 運 転 者 に 車 両 の 周 辺 の 画 像 表 現 を 表 示 す る こ と が で き る シ ス テ ム が 従 来 技 術 に よ り 知 ら  
れ て い る 。 こ の よ う な シ ス テ ム は 、 「 サ ラ ウ ン ド ビ ュ ー シ ス テ ム （ Ｓ Ｖ Ｓ ） 」 と も 呼 ば れ  
る 。 こ の よ う な サ ラ ウ ン ド ビ ュ ー シ ス テ ム で は 、 特 に 、 多 数 の 異 な る セ ン サ 信 号 を 組 み 合  
わ せ そ の 全 て を 運 転 者 に 表 示 し 、 運 転 者 に 最 大 限 の 情 報 を 提 供 す る こ と が で き る 。 こ れ ら  
の 情 報 は 、 例 え ば 、 ビ デ オ セ ン サ 、 レ ー ダ ー セ ン サ 、 ラ イ ダ ー セ ン サ 、 超 音 波 セ ン サ ま た  
は 類 似 の 環 境 セ ン サ か ら の 信 号 か ら 決 定 さ れ る 。 さ ら に こ れ ら の 情 報 は 、 特 に ク ラ ウ ド に  
既 に 記 憶 さ れ て い る デ ー タ と 融 合 す る こ と も で き る 。 そ の 結 果 、 サ ラ ウ ン ド ビ ュ ー シ ス テ  
ム は 大 量 の 情 報 を 示 す 。 サ ラ ウ ン ド ビ ュ ー シ ス テ ム を 有 す る 車 両 の 運 転 者 は 、 大 量 の 情 報  
に 起 因 し て 、 特 に 障 害 物 へ の 車 両 の 接 近 な ど の 危 険 を 早 期 に 認 識 し な い 危 険 性 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 障 害 物 へ の 車 両 の 接 近 に 基 づ い た 危 険 な 状 況 を 迅 速 か つ 確 実 に 検  
出 す る こ と を 可 能 に す る 。 こ の こ と は 、 周 辺 の 概 観 を 運 転 者 に 提 供 す る 第 １ の 表 示 に 加 え  
て 、 接 近 す る 障 害 物 の 危 険 性 を 運 転 者 に 具 体 的 に 示 す 第 ２ の 描 写 が 表 示 さ れ る こ と に よ っ  
て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 車 両 の 周 辺 を 描 写 す る 方 法 は 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 み 、 こ れ ら の ス テ ッ プ  
は 、 特 に 次 に 列 挙 す る 順 序 で 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 最 初 に 車 両 の 環 境 セ ン サ に よ っ て 車 両 の 周 辺 の 検 出 な ら び に 車 両 の 周 辺 の 障 害 物 の 決 定  
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を 行 う 。 車 両 の 環 境 セ ン サ は 、 特 に 、 車 両 の 周 囲 の 障 害 物 を 検 出 す る た め の 光 学 セ ン サ ま  
た は 音 響 セ ン サ で あ る 。 特 に 、 こ れ ら は 、 カ メ ラ シ ス テ ム 、 超 音 波 シ ス テ ム 、 お よ び ／ ま  
た は レ ー ダ シ ス テ ム 、 な ら び に 同 様 の シ ス テ ム で あ っ て も よ い 。 特 に 有 利 に は 、 少 な く と  
も １ つ の カ メ ラ に よ っ て 周 辺 の 検 出 を 行 い 、 車 両 の 運 転 者 に 周 辺 の 画 像 表 現 を 表 示 す る 。  
検 出 ス テ ッ プ を 実 施 す る こ と に よ っ て 、 一 方 で は 、 車 両 が ど の 周 辺 に 位 置 し て い る か が わ  
か り 、 他 方 で は 、 車 両 の 周 辺 の 障 害 物 が 決 定 さ れ る 。 次 に 、 第 １ の 描 写 を 表 示 す る ス テ ッ  
プ を 行 う 。 第 １ の 描 写 は 、 表 示 装 置 に 障 害 物 を 有 す る 周 辺 を 表 現 す る こ と と 車 両 を 表 現 す  
る こ と と を 含 む 。 車 両 の 表 現 は 、 特 に 、 自 分 自 身 の 車 両 の ア ニ メ ー シ ョ ン で あ り 、 こ の ア  
ニ メ ー シ ョ ン に 周 囲 お よ び 障 害 物 の 表 示 が 重 ね 合 わ さ れ る 。 周 辺 お よ び 障 害 物 の 表 現 は 、  
特 に 有 利 に は 、 前 述 の 検 出 お よ び 決 定 ス テ ッ プ で 得 ら れ た デ ー タ か ら 生 成 さ れ る 画 像 表 現  
で あ る 。 表 示 装 置 は 、 特 に 、 車 両 の 運 転 者 と の イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ る 。 表 示 装 置 は 、 有  
利 に は 、 デ ィ ス プ レ イ ま た は モ ニ タ で あ り 、 例 え ば 、 車 両 の 中 央 コ ン ソ ー ル な ど 車 両 の 内  
部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 決 定 さ れ た 障 害 物 に 車 両 が 接 近 し て い る こ と は 、 障 害  
物 ま で の 所 定 の 間 隔 よ り も 間 隔 が 小 さ く な る こ と に よ っ て 判 定 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、  
車 両 と 障 害 物 と の 間 の 距 離 が 狭 ま り 、 車 両 が 既 に 障 害 物 に 近 接 し て い る と 判 定 さ れ る 。 し  
た が っ て 、 基 本 的 に は 車 両 が 障 害 物 に 衝 突 す る 危 険 性 が あ る 。 こ の よ う な こ と は 、 特 に 、  
車 両 の 側 面 の フ ェ ン ダ ー な ど の 見 通 し の き か な い 箇 所 に お い て 起 こ る 場 合 も あ る 。 障 害 物  
へ の こ の よ う な 接 近 は 、 運 転 者 に 確 実 か つ 明 確 に 示 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 し た が っ て 、  
第 １ の 描 写 と 比 較 し て 、 障 害 物 を 有 す る 周 囲 の 表 現 を 拡 大 し た 部 分 を 有 す る 第 ２ の 描 写 を  
表 示 す る ス テ ッ プ を 行 う 。 さ ら に 第 ２ の 描 写 は 再 び 車 両 の 表 現 を 含 む 。 車 両 の 表 現 は 、 特  
に 、 第 １ の 描 写 の 場 合 と 同 じ で あ る 。 第 ２ の 描 写 が 第 １ 描 写 と は 異 な る 視 点 か ら 示 さ れ て  
い る こ と が 望 ま し い 場 合 に は 、 有 利 に は 車 両 の 表 現 は 、 そ れ に 応 じ て 有 利 に 適 合 さ れ る 。  
第 ２ の 描 写 は 、 既 に 第 １ の 描 写 も 表 示 さ れ て い る 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 。 第 ２ の 描 写 に 表  
示 さ れ た 障 害 物 を 有 す る 周 辺 の 表 現 部 分 は 、 特 に 、 障 害 物 へ の 車 両 の 接 近 が 判 定 さ れ た 周  
辺 お よ び 車 両 の 範 囲 に 対 応 す る 。 し た が っ て 、 車 両 が 障 害 物 に 接 近 す る 箇 所 が 強 調 表 示 さ  
れ る 。 こ れ に よ り 、 車 両 の 運 転 者 の 注 意 は 、 上 述 の よ う な 接 近 に 向 け ら れ 、 運 転 者 は 、 車  
両 と 障 害 物 と の 衝 突 を 回 避 す る た め に 適 切 な 措 置 を 講 じ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 表  
示 装 置 に は 大 量 の 情 報 が 示 さ れ 、 上 述 の 方 法 に よ っ て 、 特 に 関 連 す る 情 報 が 明 示 的 に 強 調  
し て 表 示 さ れ る 。 し た が っ て 、 車 両 が 他 の 障 害 物 に 接 近 し て い る と い う 情 報 が 表 示 さ れ る  
多 数 の 情 報 に 基 づ い て 失 わ れ 、 運 転 者 が こ の よ う な 情 報 に 気 付 か な い と い う 危 険 性 は な い  
。 こ れ に よ り 、 車 両 の 周 辺 の 障 害 物 お よ び 自 身 の 車 両 が 損 傷 さ れ る 危 険 性 が 低 減 さ れ て い  
る の で 、 車 両 を 運 転 す る 場 合 の 安 全 性 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 属 請 求 項 は 、 本 発 明 の 好 ま し い 構 成 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 有 利 に は 、 第 １ の 描 写 お よ び 第 ２ の 描 写 は 、 周 辺 の ３ 次 元 モ デ ル を 異 な る 仮 想 視 点 か ら  
み た 画 像 を 示 す 。 周 辺 の ３ 次 元 モ デ ル は 、 好 ま し く は 検 出 さ れ た 周 辺 お よ び 決 定 さ れ た 障  
害 物 に 基 づ い て 生 成 さ れ る 。 周 辺 の 検 出 お よ び 障 害 物 の 決 定 に つ い て は 既 に 説 明 し た 。 異  
な る 仮 想 視 点 に よ っ て 、 運 転 者 の 焦 点 を 、 車 両 が 障 害 物 に 接 近 す る 範 囲 に 直 ち に 向 け る こ  
と が で き る 。 こ れ に よ り 、 運 転 者 は 、 車 両 が 障 害 物 に 接 近 し て い る こ と を 明 確 に 認 識 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 に 有 利 に は 、 第 ２ の 描 写 は 、 仮 想 視 点 を 変 更 す る こ と お よ び ／ ま た は 第 １ の 描 写 か ら  
ズ ー ム を 変 更 す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ る 。 こ の こ と は 、 特 に 有 利 に は 、 仮 想 の カ メ ラ 旋  
回 に よ っ て 車 両 の 運 転 者 に 視 点 変 化 に 対 応 す る ア ニ メ ー シ ョ ン を 示 す こ と に よ っ て 達 成 さ  
れ る 。 こ の よ う に 、 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 画 像 は 、 視 点 が 危 険 箇 所 に 移 動 し て い る 、 す な  
わ ち 、 障 害 物 が 車 両 に 近 づ い て い る 車 両 の 箇 所 に 視 点 が 移 動 し て い る と い う 印 象 を 運 転 者  
が 受 け る よ う に 変 更 さ れ る 。 し た が っ て 、 運 転 者 の 注 意 は 上 述 の 危 険 箇 所 に す ぐ に 向 け ら  
れ る 。 こ れ は 、 第 ２ の 描 写 が 第 １ の 描 写 か ら 直 接 に 現 れ る こ と よ っ て 特 に 支 援 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 代 替 的 な 構 成 で は 、 第 １ の 描 写 は 周 辺 の ３ 次 元 モ デ ル の 仮 想 視 点 か ら の 画 像 で あ り 、 第  
２ の 描 写 は 、 車 両 と 車 両 が 接 近 し て い る 障 害 物 と の 間 の 間 隔 を 概 略 的 に 示 す 。 有 利 に は 、  
第 ２ の 描 写 は テ ク ス チ ャ を 含 ま な い 。 し た が っ て 、 特 に テ ク ス チ ャ が 周 辺 の 表 現 を 視 覚 化  
す る た め に 使 用 さ れ る の で 、 第 １ の 描 写 の 画 像 は 非 常 に 詳 細 に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に 対  
し て 、 第 ２ の 描 写 の た め に は 概 略 的 な ア プ ロ ー チ の み が 使 用 さ れ る 。 こ れ は 、 特 に 、 車 両  
を 表 現 す る た め に 環 境 セ ン サ の 最 大 限 の 検 出 範 囲 を 概 略 的 に 表 示 す る こ と に よ っ て 行 う こ  
と が で き 、 環 境 セ ン サ が 障 害 物 を 検 出 し た 範 囲 は そ れ に 応 じ て 識 別 さ れ る 。 代 替 的 に 、 検  
出 さ れ た 障 害 物 の 外 縁 は 、 第 ２ の 描 写 を 実 現 す る た め に 対 応 す る 線 に よ っ て 表 す こ と が で  
き る 。 こ の よ う に し て 、 障 害 物 ま で の 間 隔 が 車 両 の 運 転 者 に 明 ら か に さ れ 、 運 転 者 は 、 車  
両 と 障 害 物 と の 間 の 衝 突 を 回 避 す る た め に 適 切 な 運 転 操 作 を 開 始 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 代 替 的 に は 、 第 １ の 描 写 と 第 ２ の 描 写 と は 別 個 の 描 写 で あ る 。 こ の こ と は 、 第 １  
の 描 写 が 不 変 の ま ま で あ り 、 第 ２ の 描 写 は 、 障 害 物 へ の 車 両 の 上 記 接 近 を 強 調 し て 示 す た  
め に の み 使 用 さ れ る と い う 利 点 を 有 す る 。 別 個 の 描 写 に よ っ て 、 特 に 、 車 両 が 障 害 物 に 接  
近 す る 複 数 の 箇 所 を 適 切 に 視 覚 化 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ は 、 車 両 が 多 数 の 範 囲 で 障  
害 物 、 す な わ ち 駐 車 し て い る 他 の 車 両 お よ び ／ ま た は 境 界 壁 に 近 づ い た 場 合 の 駐 車 プ ロ セ  
ス に お い て 特 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ の 描 写 は 、 有 利 に は 、 第 １ の 描 写 の 少 な く と も 一 部 と 重 な る よ う に 表 示 装 置 に 示 さ  
れ る 。 し た が っ て 、 車 両 の 運 転 者 は 、 メ ッ セ ー ジ が 表 示 装 置 に よ っ て 自 分 に 送 信 さ れ て い  
る と い う 印 象 を 有 す る 。 こ の メ ッ セ ー ジ は 、 元 の デ ィ ス プ レ イ 、 す な わ ち 第 １ の 描 写 に 重  
ね 合 わ さ れ る 別 個 の ウ ィ ン ド ウ に 表 示 さ れ る 。 こ れ は 、 第 ２ の 描 写 が 第 １ の 描 写 よ り も 高  
い 優 先 度 を 有 す る と い う 印 象 を 運 転 者 に 与 え る 。 運 転 者 は 、 車 両 が 障 害 物 に 接 近 し て い る  
こ と を 直 ち に か つ 明 確 に 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 別 の 代 替 的 な 構 成 で は 、 第 １ の 描 写 と 第 ２ の 描 写 と は 表 示 装 置 に 並 べ て 表 示 さ れ る 。 こ  
の た め に 、 特 に 、 第 １ の 描 写 は 、 表 示 装 置 に 第 ２ の 描 写 の た め の ス ペ ー ス を 作 る た め に ス  
ケ ー リ ン グ さ れ る 。 表 示 装 置 全 体 を 独 占 す る 第 １ の 描 写 が 表 示 装 置 に 示 さ れ て い な い 場 合  
に は こ の よ う な ス ケ ー リ ン グ も 必 要 な い 。 こ の 代 替 案 は 、 重 ね 合 わ せ が 生 じ な い こ と が 達  
成 さ れ る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 描 写 が 重 ね 合 わ さ れ た 場 合 の よ う に 、 第 ２ の 描 写 を 表 示 す  
る こ と に よ り 情 報 が 失 わ れ る こ と は な い 。 車 両 の 運 転 者 は 、 第 ２ の 描 写 が 表 示 さ れ る 前 と  
同 様 に 、 依 然 と し て 第 １ の 描 写 を 完 全 に 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 車 両 が 接 近 し て い る 障 害 物 の 表 現 は 、 有 利 に は 、 第 １ の 描 写 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 描 写  
に お い て 強 調 し て 示 さ れ て い る 。 こ れ は 、 特 に 、 表 現 さ れ て い る こ の よ う な 障 害 物 が フ レ  
ー ム を 備 え 、 フ レ ー ム を 有 利 に は 点 滅 す る よ う に 構 成 し て も よ い 場 合 で あ る 。 同 様 に 、 表  
示 さ れ た 障 害 物 に 信 号 色 を 重 ね る こ と も で き 、 こ の よ う な 信 号 色 も 点 滅 す る よ う に 構 成 す  
る こ と が で き る 。 他 の 手 段 も 可 能 で あ る 。 こ の よ う に し て 、 車 両 と 障 害 物 と の 間 の 衝 突 が  
起 こ り 得 る 場 所 が 運 転 者 に 明 確 に 示 さ れ る 。 し た が っ て 、 可 能 な 衝 突 を 早 期 に 検 出 す る こ  
と に よ っ て 前 述 の 衝 突 を 回 避 す る た め に 適 切 な 運 転 操 作 を 開 始 す る 機 会 が 運 転 者 に は 明 示  
的 に 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 さ ら に コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 に も 関 す る 。 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製  
品 は 、 評 価 ユ ニ ッ ト で 実 行 さ れ た 場 合 に 、 評 価 ユ ニ ッ ト に 前 述 の 方 法 の ス テ ッ プ を 実 行 さ  
せ る 命 令 を 含 む 。 評 価 ユ ニ ッ ト は 、 特 に 、 車 両 の 制 御 器 で あ っ て も よ い 。 こ の よ う な 制 御  
器 は 、 環 境 セ ン サ お よ び 表 示 装 置 に の み 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 最 後 に 、 本 発 明 は 、 車 両 の た め の 制 御 器 に 関 す る 。 こ の 制 御 器 は 、 環 境 セ ン サ を 接 続 す  
る た め の 少 な く と も １ つ の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 含 む 。 さ ら に イ ン タ ー フ ェ ー ス に は 表 示 装  
置 を 接 続 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 制 御 器 は 、 特 に 、 車 両 の 周 辺 を 検 出 し 、 車 両 の  
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周 辺 の 障 害 物 を 決 定 す る た め に 環 境 セ ン サ を 制 御 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 制 御 器  
は 、 上 述 の よ う な コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 を 実 行 す る か 、 ま た は 上 述 の よ う な 方 法 を  
実 行 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 制 御 器 は 、 障 害 物 の あ る 周 辺 に お い て 車 両  
を ナ ビ ゲ ー ト す る 場 合 に 車 両 の 運 転 者 に 支 援 を 提 供 し て 、 こ れ に よ り 車 両 と 障 害 物 と の 間  
の 衝 突 の 危 険 性 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 方 法 を 概 略 的 に 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 制 御 器 を 有 す る 車 両 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 方 法 を 実 施 す る 場 合 の 第 １ の 描 写 の 第 １ の 概 略 的 な 再  
現 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 方 法 を 実 施 す る 場 合 の 第 １ の 描 写 の 第 ２ の 概 略 的 な 再  
現 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 方 法 を 実 施 す る 場 合 に 第 １ の 描 写 か ら 第 ２ の 描 写 へ の  
変 更 時 の 仮 想 的 な 視 点 の 変 更 の サ ブ ス テ ッ プ を 示 す 概 略 的 な 再 現 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 方 法 を 実 施 す る 場 合 の 第 １ の 描 写 と 第 ２ の 描 写 と の 組  
み 合 わ せ を 示 す 第 １ の 概 略 的 な 再 現 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 方 法 を 実 施 す る 場 合 の 第 １ の 描 写 と 第 ２ の 描 写 と の 組  
み 合 わ せ を 示 す 第 ２ の 概 略 的 な 再 現 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 方 法 を 実 施 す る 場 合 の 第 １ の 描 写 と 第 ２ の 描 写 と の 組  
み 合 わ せ を 示 す 第 ３ の 概 略 的 な 再 現 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 方 法 の フ ロ ー 図 を 概 略 的 に 示 す 。 こ の フ ロ ー 図 は 、  
周 辺 を 検 出 し 、 障 害 物 を 決 定 す る ス テ ッ プ １ ０ ０ と 、 第 １ の 描 写 を 表 示 す る ス テ ッ プ ２ ０  
０ と 、 障 害 物 へ の 車 両 の 接 近 を 決 定 す る ス テ ッ プ ３ ０ ０ と 、 第 ２ の 描 写 を 表 示 す る ス テ ッ  
プ ４ ０ ０ と を 含 む 。 図 ２ に 示 し た 制 御 器 １ １ を 有 す る 車 両 １ を 参 照 し て 以 下 に こ れ ら の ス  
テ ッ プ を 説 明 す る 。 制 御 器 １ １ は 、 図 １ に 示 す 方 法 を 実 行 す る 役 割 を 果 た し 、 制 御 器 １ １  
は 表 示 装 置 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 制 御 器 １ １ は 表 示 装 置 １ ０ に 表 示 さ せ る  
こ と が で き る 。 さ ら に 制 御 器 １ １ は 環 境 セ ン サ ８ 、 ９ に 接 続 さ れ て お り 、 環 境 セ ン サ ８ 、  
９ は 超 音 波 セ ン サ ８ と カ メ ラ シ ス テ ム ９ と を 含 む 。 カ メ ラ シ ス テ ム ９ に よ っ て 、 特 に 車 両  
１ の 周 囲 の ３ 次 元 検 出 が 可 能 で あ る 。 超 音 波 セ ン サ ８ を 介 し て 、 特 に 短 い 距 離 か ら 中 程 度  
の 距 離 ま で を 極 め て 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 方 法 を 実 施 す る た め に 、 ま ず 、 車 両 １ の 周 囲 の 検 出 １ ０ ０ が 、  
車 両 の 周 囲 の 障 害 物 の 決 定 と 共 に 行 わ れ る 。 こ れ は 環 境 セ ン サ ８ 、 ９ に よ っ て 行 い 、 特 に  
車 両 １ の 周 辺 の 画 像 表 現 、 す な わ ち テ ク ス チ ャ を 含 む 表 現 が 提 供 さ れ る 。 こ れ は 、 極 め て  
正 確 な 周 辺 画 像 を 、 特 に 車 両 の 運 転 車 で あ る ユ ー ザ に 表 示 す る こ と が で き る こ と を 意 味 す  
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 続 い て 第 １ の 描 写 ５ の 表 示 ２ ０ ０ が 行 わ れ 、 例 示 的 な 第 １ の 描 写 ５ が 図 ３ お よ び 図 ４ に  
示 さ れ て い る 。 カ メ ラ シ ス テ ム ９ は 周 辺 の ３ 次 元 モ デ ル を 生 成 す る こ と を 可 能 に し 、 こ の  
場 合 に 、 超 音 波 セ ン サ ８ の 間 隔 情 報 が 付 加 的 に 使 用 さ れ る 。 す な わ ち 、 カ メ ラ シ ス テ ム ９  
に よ っ て 検 出 さ れ た テ ク ス チ ャ を 間 隔 情 報 に 基 づ い て ３ 次 元 モ デ ル と し て 処 理 す る こ と が  
で き 、 車 両 １ の 運 転 者 に 障 害 物 を 示 す こ と が で き 、 こ の 場 合 に 運 転 者 は 仮 想 視 点 か ら の 車  
両 お よ び 周 辺 の 仮 想 表 現 を 含 む ３ 次 元 モ デ ル を 見 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ は 一 例 と し て 駐 車 状 況 を 示 し て い る 。 車 両 １ の 運 転 者 は 駐 車 場 に 駐 車 し  
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た い 。 駐 車 ス ペ ー ス は 、 第 １ の 障 害 物 ２ お よ び 第 ２ の 障 害 物 ３ に よ っ て 制 限 さ れ 、 第 １ の  
障 害 物 ２ お よ び 第 ２ の 障 害 物 ３ は 隣 接 し て 駐 車 し て い る 車 両 で あ る 。 第 １ の 描 写 で は 、 運  
転 者 は こ れ ら の 車 両 を 認 識 し 、 し た が っ て 、 第 １ の 障 害 物 ２ お よ び 第 ２ の 障 害 物 ３ を 回 避  
す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 潜 在 的 な 危 険 箇 所 が あ る 。 こ れ ら  
の 危 険 箇 所 は 、 特 に 、 第 １ の 障 害 物 ２ お よ び 第 ２ の 障 害 物 ３ の 外 側 コ ー ナ ー で あ る 。 こ れ  
ら の 外 側 コ ー ナ ー は 、 駐 車 プ ロ セ ス の 経 過 に 伴 い 車 両 １ の 側 面 に 接 近 し 、 車 両 １ と 第 １ の  
障 害 物 ２ お よ び 第 ２ の 障 害 物 ３ と の 間 に は 衝 突 の 危 険 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 周 辺 の 決 定 さ れ た 障 害 物 ２ 、 ３ の い ず れ か に 車 両 １ が 所 定 の 間 隔 よ り も 障  
害 物 ２ 、 ３ に 接 近 し た こ と 決 定 す る ス テ ッ プ ３ ０ ０ が 行 わ れ る 。 こ れ は 、 車 両 １ と 障 害 物  
２ 、 ３ と の 間 の 間 隔 が 減 少 す る の で 、 特 に 超 音 波 セ ン サ ８ に 基 づ い て 検 出 す る こ と が で き  
る 。 車 両 １ の こ の よ う な 接 近 が 検 出 さ れ 、 障 害 物 ２ 、 ３ と の 間 隔 が 所 定 の 間 隔 よ り も 小 さ  
く な る と す ぐ に 潜 在 的 な 衝 突 を 仮 定 す る こ と が で き 、 こ の こ と に 基 づ い て 、 前 述 の 表 示 ス  
テ ッ プ ４ ０ ０ が 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ の 表 示 ４ ０ ０ は 、 車 両 と 障 害 物 ２ 、 ３ と の 間 の 衝 突 の 危 険 性 を 運 転 者  
に 明 示 的 に 警 告 す る 。 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ の 表 示 ４ ０ ０ は 異 な る 方 法 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ は 、 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ の 表 示 ４ ０ ０ の 第 １ の 可 能 性 を 概 略 的 に 示 す 。 図 ３ ま た は 図  
４ に 示 す 第 １ の 描 写 ５ か ら 開 始 し て 、 仮 想 視 点 が 変 更 さ れ 、 ズ ー ム が 第 １ の 描 写 ５ か ら 第  
２ の 描 写 ６ に 変 更 さ れ る 。 こ れ は 、 第 ２ の 描 写 ６ が 第 １ の 描 写 ５ か ら 生 じ る こ と を 意 味 す  
る 。 図 ５ は 、 第 １ の 描 写 ５ か ら 第 ２ の 描 写 現 ６ へ の 移 り 変 わ り の 個 々 の 中 間 画 像 を 示 し 、  
こ の よ う な 変 化 は 好 ま し く は 連 続 ア ニ メ ー シ ョ ン で あ る 。 特 に 、 第 １ の 描 写 ５ は 、 第 １ の  
描 写 ５ が 表 示 装 置 １ ０ を 完 全 に 満 た す こ と に よ り 表 示 装 置 １ ０ に 示 さ れ る 。 し た が っ て 、  
視 点 を 変 え 、 ズ ー ム を 変 え る こ と に よ り 、 第 ２ の 描 写 ６ も 表 示 装 置 １ ０ を 完 全 に 満 た す 。  
第 １ の 描 写 ５ は も は や 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し た が っ て 、 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ は 第 １ の 描 写 ５ の 一 部 を 示 し 、 さ ら に 視 点 お よ び ズ ー ム  
も 変 更 さ れ て い る こ と が わ か る 。 こ れ に よ り 、 障 害 物 ２ 、 ３ 、 ４ 、 図 ５ で は 第 １ の 障 害 物  
２ に 車 両 １ が 接 近 し て い る 車 両 １ の 周 辺 範 囲 を 車 両 の 運 転 者 に 示 す こ と が で き る 。 し た が  
っ て 、 運 転 者 は 、 車 両 １ が 障 害 物 ２ 、 ３ 、 ４ に 接 近 し て い る こ と を 明 示 的 に 注 意 喚 起 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し か し な が ら 、 図 ５ に 示 す 可 能 性 は 、 第 １ の 描 写 ５ が も は や 見 え な い と い う 欠 点 を 有 す  
る 。 こ れ は 、 表 示 装 置 １ ０ は 第 ２ の 描 写 ６ の み を 示 し て い る の で 、 車 両 の 運 転 者 が 駐 車 状  
況 の 概 観 を も は や 有 し て い な い こ と に つ な が る 。 こ れ は 、 車 両 １ が 複 数 の 障 害 物 ２ 、 ３ 、  
４ に 接 近 し て い る 場 合 に も 不 利 で あ る 。 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 駐 車 状 況 で は 、 車 両 １ は  
第 １ の 障 害 物 ２ に 接 近 し て い る だ け で な く 、 車 両 １ は 第 ２ の 障 害 物 ３ に も 接 近 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し た が っ て 、 車 両 １ の 運 転 者 に 障 害 物 ２ 、 ３ 、 ４ を さ ら に 包 括 的 に 警 告 で き る よ う に す  
る た め に 、 ２ つ の 異 な る 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ が 表 示 さ れ る 。 一 方 の 第 ２ の 描 写 ６ は 第 １ の 障  
害 物 ２ へ の 車 両 １ の 接 近 を 示 し 、 他 方 の 第 ２ の 描 写 ７ は 第 ２ の 障 害 物 ３ へ の 車 両 １ の 接 近  
を 示 す 。 図 ６ お よ び 図 ７ は 、 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ を 第 １ の 描 写 ５ と 共 に 表 示 装 置 １ ０ に 表 示  
す る こ と が で き る ２ つ の 異 な る 可 能 性 を 示 す 。 図 ６ で は 、 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ が 第 １ の 描 写  
５ に 重 ね 合 わ さ れ て い る 。 図 ７ で は 、 第 １ の 描 写 ５ と 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ と が 並 ん で 表 示 さ  
れ て い る 。 し た が っ て 、 図 ６ で は 、 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ が 重 ね 合 わ さ れ て い る こ と に よ り 第  
１ の 描 写 ５ の 全 て の 範 囲 を 見 渡 す こ と が で き な い の で 第 １ の 描 写 ５ の 情 報 が 損 な わ れ る 危  
険 性 が あ る こ と が わ か る 。 こ れ に 対 し て 、 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ は 、 第 １ の 描 写 の 前 景 に 示 さ  
れ て い る こ と に 基 づ い て よ り 高 い 優 先 度 を 有 す る メ ッ セ ー ジ と し て 現 れ 、 運 転 者 の 注 意 は  
障 害 物 ２ ， ３ へ の 接 近 に 向 け ら れ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ の 描 写 ５ と 第 ２ の 描 写 ６ 、  
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７ と を 並 列 し て 表 示 す る た め に は ス ケ ー リ ン グ が 必 要 で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 こ れ ま で 表 示  
装 置 １ ０ 全 体 を 占 有 し て い た 第 １ の 描 写 ５ を 縮 小 す る 必 要 が あ る か ら で あ る 。 し か し な が  
ら 、 第 １ の 描 写 ５ が 表 示 さ れ 場 合 に 情 報 が 失 わ れ る こ と は 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ８ は 、 第 １ の 描 写 ５ と 第 ２ の 描 写 ６ 、 ７ と を 組 み 合 わ せ て 表 示 す る さ ら な る 可 能 性 を  
示 し て い る 。 図 ８ で は 、 車 両 １ は 、 最 終 的 な 駐 車 位 置 に ほ ぼ 到 達 し て い る 。 し た が っ て 、  
第 １ の 障 害 物 ２ お よ び 第 ２ の 障 害 物 ３ に 加 え て 第 ３ の 障 害 物 ４ が あ り 、 第 ３ の 障 害 物 ４ は  
隔 壁 を 表 す 。 こ の よ う に 車 両 １ が 障 害 物 ２ 、 ３ 、 ４ に 接 近 す る 多 数 の 範 囲 が 存 在 す る 。 し  
た が っ て 、 第 ２ の 描 写 ６ は 、 概 略 的 な 要 素 の み が 使 用 さ れ る よ う に 表 示 さ れ る 。 こ れ は 、  
車 両 １ の 表 示 に 加 え て 、 他 の 障 害 物 ２ 、 ３ 、 ４ が 概 略 的 に の み 示 さ れ て い る こ と を 意 味 す  
る 。 図 ８ に 示 す 例 で は 、 検 出 さ れ た 障 害 物 の エ ッ ジ を 表 す エ ッ ジ が 表 示 さ れ て い る 。 し た  
が っ て 、 車 両 １ の 運 転 者 は 、 自 分 の 車 両 １ と 車 両 １ の 周 辺 の 障 害 物 ２ 、 ３ 、 ４ と の 間 の 間  
隔 に 関 す る 正 確 な 概 観 を 得 る 。 こ れ に よ り 、 周 辺 に 障 害 物 ２ 、 ３ 、 ４ が あ る に も か か わ ら  
ず 、 車 両 １ を 安 全 に 、 衝 突 す る こ と な し 運 転 す る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら な る 第 ２ の 描 写  
７ は 、 前 述 の 図 ６ お よ び 図 ７ に 類 似 し た テ ク ス チ ャ を さ ら に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し た が っ て 、 上 述 の 方 法 に よ り 、 障 害 物 ２ 、 ３ 、 ４ へ の 接 近 の 検 出 に 応 じ て 表 示 が 最 適  
化 さ れ 、 運 転 者 に 上 記 接 近 が 適 時 に 警 告 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 周 辺 の 障 害 物 ２ 、 ３ 、 ４ と  
の 衝 突 の 危 険 性 が 低 減 さ れ る の で 、 車 両 １ を 運 転 す る 際 の 安 全 性 が 向 上 す る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 7190487 B2 2022.12.15(9)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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